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  問題の所在





















腐敗を指摘したが（Smith [42] p. 63，訳（上）１６７頁－６８頁），他方で，上の
引用に見られるように，富者や権力者に対する人々の尊崇が社会秩序の維
持に必要であるとも主張していた。
ジェイムズ・ミル (James Mill) と若き哲学的急進主義「伝道」時代のジ










制度」（Mill [23] p. 432，訳２４６頁）を刷新し，知徳がそれらに相応しい尊敬
と讃美の念とをもって評価される社会を構築することにあったのである。
彼らが，経済において，「分配の自然法則」や「蓄積の自然法則」（Mill, J.































[16] p. 285) の貫徹を求めた。そして，そのためにも貴族の利益に奉仕する
議会の改革を目指した。しかし，このことは，彼が「生産のための生産」





















(Generosity and Justice)―両者をあわせて仁愛 (Benevolence) とも呼んでいる










































(Mill, J. [12] p. 255)。しかも貴族は，「高貴な精神的資質」が「名声の原因」
となることを妨害する。彼らは，「知的な徳やその他の徳を陶冶するため
の動機」を何らもっていないばかりではなく，自分達がもちえないそれら





もたらす」(Mill, J. [16] p. 286)。それゆえ「幸福のより価値ある要素」で
ある「趣味の快楽，知性の行使の快楽，徳の快楽」は，この社会で「陶













てではなく認められる。たとえばゴドウィン (William Godwin) は次のように
言う。「我々が影響される快楽の種類がいかに多くとも，真に慎慮ある人はよ
り気品に満ちた(exquisite) 快楽のために下等な (inferior) 快楽を犠牲にするで
あろう。公平な精神で他の人々の幸福を生み出したり観照したりしてきた人は，
こうした活動があらゆる感覚の中でずば抜けて最も快適なものであることを否
定しないであろう。しかし，感覚的な快楽 (sensual pleasures) を少しでも度を
過している人は，ちょうどその分だけ，この最も高級な快楽 (this highest pleas-












































































































































































































で押し進めうるのである。」（Mill, J. [10] p. 67，訳５９頁）
ジョンは『経済学原理』で「古い学派の政治経済学者」は，富の増加と


























間の性向」（Mill, J. [9] 12，訳１３４頁）だけからの演繹がなされている。し
かし，それは「統治機構を考案し国制の様々な牽制や抑止を決定する際は，
あらゆる人は悪漢であり，あらゆる行動において私的利益以外の目的をも
っていないと想定しなければならない」というヒューム (David Hume) の














して説明しうると確信していた (Mill, J. [13] II. p. 298)。したがって，この
観念連合を形成する「教育は，個人を，彼自身に対してだけではなく，他
者に対してもまた，幸福の可能な限り最高の制作者にするための手段」
























ジョンは後年「ベンサム論」で，ベンサム (Jeremy Bentham) は人間を「精
神的な完成を一つの目的として追求することができる存在」とは認めなか

















































る」(Mil l[20] p. 8) とジョンは強調していた。「公平な扱い」とは自由な討
論に委ねるということである。「自由な討論こそ真理の普及に貢献する」。
「討論の後で民衆は，自らの意見を，十分な確信とそれらの意見を根拠づ





































































































のではないとジョンは主張する。コウルリッジ (Samuel Taylor Coleridge) の









































































































tellectual anarchy)」を助長する（Mill [25] p. 233，訳５３頁）。「真理は批判精


























(Mill [39] (1) p. 79)。ジョンはこの方法を「実践的折衷主義 (practical eclecti-
cism)」と呼んだが，それは「哲学することと討論することの正しい方法」













いに確信しています」とあるように (Mill [39] (1) pp. 45-6)，「教育ある階級
によって満場一致で採用される」完全な真理の上に「国民的信条を築く」
(Mill [39] (1) p. 77) ことが実践的折衷主義の主要な目的であったのである７）。
７） したがって，知的権威の必要性を強調し，リベラリズムを批判したこの時期
のジョンを，「個人的自由の情熱的な闘士」からの一時的な逸脱とみなす見解




























































いてあらゆる際だった卓越」を生み出す階級と規定している (Mill [30] pp.
99-100)。彼らはロンドンやエディンバラという「文芸と社交の大都市」





ちた共和国 (republic peopled with a provincial middle class) である」(Mill [30]


















































がいないことは明らかである」（Smith [42] p. 27，訳（上）６９頁）。ジョンも





















































（Mill [35] p. 269，訳１３５頁）。ハイエク (Friedrich August von Hayek) はジョン
の『自由論』にドイツの知的伝統に根ざした個性崇拝の影響を指摘したが
（Hayek [3] p. 26，訳３２頁），その個性の強調は知徳が尊重される社会という
ミル父子のヴィジョンの帰趨であったといえる。以降，モラリストのジョ
ンは，「凡庸を優勢な力」にするのが「世界全体の一般的傾向」として認









に (Mill, J. [14] pp. 37-38)，貴族は十分な余暇をもっているので政治的独占が
取り除かれれば「懸命に努力する」と考えていたジョンは，貴族は克服すべき
困難をもっていないがゆえに「精神的な活力」を失ってしまっていると判断す
るに至ったのである (Mill [39] (2) pp. 712-13)。
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